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研究成果の概要（和文）： 
地域在住高齢者、看護師および在宅看取りを担当している医療スタッフ、遺族等を対象として、

在宅看取りケアに関連する調査を行った。検討の結果、死亡場所の希望に対する性別による意

向の違いを考慮すること、家族の受け入れ態勢と、医療管理、一部の ADL 自立、早期からの

家族に関する情報提供が終末期ケアの質を高めるうえで重要であることを示唆した。今後も、

在宅看取りに関するより有用な研修プログラム開発のための研究を継続する。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A survey regarding terminal care at home was conducted on community-dwelling elderly 
people, nurses, medical staff responsible for terminal care at home, and bereaved family 
members. The results suggested that consideration of gender differences in intention 
regarding desired place of death, family readiness to accept the patient’s death, medical 
management, partial independence in activities of daily living, and provision of 
information regarding family members from the early stages of illness are important to 
increase the quality of end-of-life care. Further study is planned in order to develop 
a more effective training program regarding terminal care at home. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)2020 年ごろの我が国の年間死亡者数は、
現在の 2 倍となり「多死」の時代へ突入する
と予測されている。医療制度の改定や診療報
酬の改定に伴い、入院期間の短縮化が図られ
る一方で、地域でのケア体制がまだ整ってい
ない。本県の訪問看護ステーションは、慢性
的な人材不足、設置数の減少が続いている現

状にある。さらに全国でも有数の離島県であ
り、多くの斜面地のある本県においては、人
口の過疎化高齢化（23.6％斜面地 35％以上）
(17 年国勢調査)が進行しており、在宅看取り
に対するケアの体制作りが急がれる。 
 
(2)末期の患者に対する看護師の関わり方に
は、看護師自身の死生観や看護観が影響して
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いると考えられる。在宅ターミナル医療に関
わる看護師の看護観育成や意欲を高めるた
めの教育、人材の定着化に向けた取り組みが
重要である。米国では、終末期看護教育コン
ソーシアム (ELNEC:End-of-Life Nursing 
Education Consortium)という終末期医療に
携わる看護師に必要とされる知識を提供す
る教育プログラムが開発され、効果的に教育
できるツールとして欧米諸国で昨今注目を
集めている。 
 
２．研究の目的 
(1)在宅看取りケアに関わる看護に必要な能
力についてのニーズを明らかにする。 
 
(2)学習教育目標を設定し、効果的・効率的
な看護師教育研修プログラムを開発する。(長
崎版) 
 
３．研究の方法 
(1)在宅看取りを担当している医師、訪問看
護師・病院看護師、地域住民、遺族を対象と
して在宅看取りに必要な能力についてのニ
ーズを明らかにすることを目的として、以下
の方法で調査を実施した。 
①地域在住高齢者 238 名を対象に、「希望す
る最期の場所」に影響する要因について、個
人属性、健康状態、主観的健康観、SC 指標の
観点から検討した。 
②日本語版ターミナルケア態度 FATCOD-B-J 
を用いて、訪問看護ステーションに勤務する 
看護師 354名を対象に、個人背景の違いによ 
るターミナルケア態度に影響する要因を一 
般病院(がん診療連携拠点病院)に勤務する 
看護師 368名のターミナルケア態度に影響す 
る要因と比較検討した。 
③がん診療拠点病院から退院する、高齢がん
患者（A病院地域医療連携センターへ 2009年
1月～12月の 1年間に退院支援依頼があった
65 歳以上のがん患者 187事例を対象とした）
の自宅療養移行に関連する要因について検
討した。 
④A県内訪問看護ステーションに勤務する医
療スタッフ 85名を対象として、必要とする、
がん患者の在宅移行期における必要な連携
情報について検討した。 
⑤在宅での看取り経験のある遺族 6名を対象
として、家族が求める看護支援についてイン
タビュー内容をもとに検討した。 
⑥在宅での看取りを担当している医師、訪問
看護師、末期がん患者の在宅移行に携わって
いる病院看護師計 12名を対象として、がん
患者の在宅看取りで訪問看護師に必要な実
践能力について質的帰納的に分析を行った。 
 
(2)学習教育目標を設定し、看護師を対象と
し研修会、事例検討会を開催し、評価した。 

①「がん患者への緩和ケア」地域で看取るた
めの協働とは 事例検討会 講演会 
②「在宅での家族ケアを考える」事例検討会、
グループワーク 
 
４．研究成果 
(1) 在宅看取りケアに関わる看護に必要な
能力について、地域在住高齢者、在宅看取り
経験のある遺族、在宅看取りを担当している
医師、訪問看護ステーション勤務の看護師、
病院勤務看護師の多方面から検討を行い以
下の点が明らかとなった。 
 
① 地域在住高齢者を対象に希望する最期の
場所に影響する要因を検討した。男女ともに
「自宅」を希望する割合が高く、女性に比べ、
男性の方が自宅を希望する割合が高かった。
男性では、「希望の介護者は配偶者」、「最期
まで自宅で過ごすことが可能」と認識してい
る人が、女性では、「ボランティア・市民活
動に参加」している人が、「希望する最期の
場所が自宅」に有意に影響していた。地域在
住高齢者の「希望する最期の場所が自宅」に
影響する要因は性別により異なった。これは
地域在住高齢者を対象に「希望する最期の場
所」とそれに関連する要因を検討したわが国
最初の研究である。希望する場所での看取り
が可能となるように、高齢者の性別による 
意向の違いを考慮することが必要であるこ
とを示唆した。 
 
②日本語版ターミナル態度尺度
(FATCOD-B-J)を用いて、A県内訪問看護ステ
ーションに勤務する看護師、A県内の一般病
院に勤務する看護師を対象に自記式質問紙
調査を実施し以下が明らかになった。 
訪問看護師のターミナルケア態度の積極性
には、年齢、性別、臨床経験年数、身近な人
との死別体験には関連がなかった。看護師自
身の「看取りの満足感」がターミナルケア態
度の積極性に最も関連していた。在宅では、
患者、家族に関心を寄せ、本人および家族が
残された最期を大切に過ごすことができる
ように関わることができる看護師であれば、
ターミナル期の患者へのケアに積極的に介
入できることが示唆した。 
 
③がん診療拠点病院から退院する、高齢がん
患者の自宅療養移行に関連する要因を多重
ロジスティック回帰分析で検討した結果、
「家族の希望する退院先：自宅」(OR:10.8)
「医療処置なし：注射」(OR:5.4)「ADL自立：
入浴」(OR:4.7)「服薬管理」(OR:3.0)の順で、
自宅療養移行に有意に関連していた。家族の
受け入れ態勢と、医療管理、一部のADL自立
は、高齢がん患者の自宅療養に対する重要な
因子と考えられた。 
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④訪問看護ステーションに勤務する医療ス
タッフが必要とする、がん患者の在宅移行期
における必要な連携情報は、家族(介護者)に
関する情報が早期にされることであった。 
また、すべてのIC項目において患者よりも家
族についての情報を必要としていた。 
 
⑤家族が求める在宅看取り時の看護支援は、
「察する」「患者と同じ目線」「明るい対応」
「親切」「工夫」「熱意」「毎日来てくれる」「相
談しやすい関係」「優しい言葉かけ」「迅速な
対応」「連携」「知識の提供」「看取りへの準
備を支援する」ことが看護師に必要な能力と
して示唆された。 
 
⑥医療スタッフが考える在宅看取り時にお
いての看護師に必要な能力は、「家族ケアの
力」「療養者の苦痛を緩和する力」「療養者・
家族の希望を支える力」「療養者・家族・医
師の意向を調整する力」「医師や、多職種と
連携する力」「看護師としての態度・姿勢」
がよい看取りの実現に関係していることを
示唆した。 
 
(2)緩和ケア、在宅看取りにおける家族支援
に対する実践能力向上を目的として、離島を
含め合計３回の看護師を対象とした、研修会、
事例検討会を実施した。研修会参加者は、109
名であり、参加後の満足度は高く、研修会内
容は、有用であったと考えられたが、引き続
き、実施、評価を継続し、より有用な教育プ
ログラムの開発(長崎版)に向けた検討が必
要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１．研修会受講後の満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．研修課愛受講による知識 

このプログラムは、多職種での在宅看取り
ケア実践での研修の中に組み入れることに
よって、さらに効果的な時代要請に応えるケ
アの提供体制を作ることに貢献できるもの
と考える。今後も、在宅看取りに関するより
有用な研修プログラム開発のための研究を
継続する。 
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